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宇
治
田
富
造
著
『
重
商
主
義
植
民
地
体
制
論
』
第
E
部
一
九
七
二
年
青
木
書
庖
本
書
は
、
前
著
『
重
商
主
義
植
民
地
体
制
論
』
第
I
部、
l
l旧
植
民
地
体
制
と
植
民
地
収
奪
|
1
1
(
青
木
書
底
、
一
九
六
一
年
)
の
続
編
を
な
し
、
旧
植
民
地
体
制
の
構
造
と
そ
の
内
在
的
諸
矛
盾
の
分
析
を
通
じ
て
、
ア
メ
リ
カ
草
命
の
必
然
性
を
究
明
し
よ
う
と
す
る
野
心
的
な
大
著
で
あ
る
。
本
書
の
中
心
課
題
は
「
ア
メ
リ
カ
草
命
の
必
然
性
を
、
そ
れ
を
基
本
的
に
規
定
し
た
経
済
的
諸
矛
盾
と
の
関
連
か
ら
検
討
す
る
」
(
一
ペ
ー
ジ
)
こ
と
に
あ
る
。
そ
の
場
合
、
ア
メ
リ
カ
草
命
と
は
、
「
イ
ギ
リ
ス
重
商
主
義
の
植
民
地
体
制
か
ら
の
解
放
を
め
ざ
す
民
族
解
放
革
命
と
い
う
対
外
的
側
面
と
、
植
民
地
内
部
に
お
け
る
反
民
主
主
義
要
素
を
一
掃
す
る
た
め
の
ア
メ
リ
カ
人
じ
し
ん
の
あ
い
だ
に
お
け
る
ブ
ル
ジ
ョ
ア
民
主
主
義
革
命
と
い
う
対
内
的
側
面
を
も
っ
」
ハ
一
ペ
ー
ジ
)
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
著
者
は
、
ア
メ
リ
カ
革
命
を
植
民
地
解
放
革
命
と
ブ
ル
ジ
ョ
ア
民
主
主
義
革
命
と
い
う
こ
重
の
課
題
を
達
成
し
た
も
の
(
民
族
解
放
革
命
と
市
民
革
命
の
結
合
〉
と
し
て
捉
え
て
い
る
。
そ
し
て
本
書
〈
お
よ
び
前
著
)
は
、
ア
メ
書
評
宮
野
啓
リ
カ
革
命
の
対
外
的
側
面
と
そ
れ
を
規
定
す
る
諸
矛
盾
の
解
明
に
向
け
ら
れ
、
対
内
的
側
面
の
分
析
は
後
の
課
題
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
本
書
(
お
よ
び
前
著
〉
は
、
イ
ギ
リ
ス
重
商
主
義
植
民
地
体
制
の
本
質
と
構
造
を
全
体
と
し
て
究
明
し
な
が
ら
も
、
そ
の
主
要
目
標
は
ア
メ
リ
カ
革
命
の
歴
史
的
性
格
の
究
明
に
お
か
れ
て
い
る
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
評
者
も
、
ア
メ
リ
カ
草
命
史
の
研
究
と
い
う
側
面
か
ら
本
書
を
考
察
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
前
著
(
第
I
部
)
に
お
い
て
、
著
者
は
イ
ギ
リ
ス
重
商
主
義
植
民
地
体
制
の
本
質
と
構
造
を
検
討
し
、
こ
の
体
制
下
に
お
け
る
プ
ラ
ン
テ
イ
シ
ョ
ン
型
植
民
地
(
酉
イ
ン
ド
お
よ
び
大
陸
南
部
植
民
地
)
の
経
済
構
造
と
そ
の
意
義
を
追
究
し
て
き
た
。
そ
こ
で
本
書
(
第
E
部
〉
で
は
、
大
陸
中
北
部
植
民
地
の
経
済
構
造
の
特
質
お
よ
び
こ
れ
に
対
す
る
植
民
地
政
策
と
そ
の
諸
矛
盾
が
多
面
的
に
追
究
さ
れ
、
こ
の
誇
矛
盾
の
悪
循
環
の
帰
結
と
し
て
の
ア
メ
リ
カ
革
命
へ
の
必
然
性
が
解
明
さ
れ
る
。
こ
の
問
題
に
対
す
る
著
者
の
分
析
視
角
は
次
の
如
く
で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
重
商
主
義
の
植
民
地
体
制
の
諸
矛
盾
は
、
「
基
本
的
矛
盾
で
三
五
五
書
目平
あ
る
イ
ギ
リ
ス
の
植
民
地
収
奪
者
と
植
民
地
被
収
奪
者
の
矛
盾
お
よ
び
本
、
、
、
国
の
植
民
地
収
奪
者
内
部
の
各
階
層
聞
の
矛
盾
と
い
う
二
重
の
矛
盾
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
」
(
傍
点
評
者
二
ペ
ー
ジ
)
。
そ
し
て
こ
の
「
二
重
の
矛
盾
」
は
、
プ
ラ
ン
テ
ィ
シ
ヨ
ン
型
植
民
地
に
お
い
て
で
は
な
く
、
中
北
部
植
民
地
(
非
プ
ラ
l
テ
イ
シ
ョ
ン
型
植
民
地
)
に
お
い
て
顕
現
し
た
の
で
あ
り
、
こ
の
型
の
植
民
地
こ
そ
植
民
地
体
制
の
「
二
重
の
矛
盾
の
結
節
点
」
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
本
書
の
特
徴
は
「
矛
盾
し
な
る
方
法
概
念
を
導
入
し
、
植
民
地
体
制
に
内
在
す
る
諸
矛
盾
の
自
己
展
開
U
諸
矛
盾
の
悪
循
環
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ア
メ
リ
カ
草
命
の
必
然
性
を
追
究
し
よ
う
と
す
る
点
に
あ
る
。
こ
こ
に
類
書
に
み
ら
れ
ぬ
本
書
の
独
自
の
特
長
が
示
さ
れ
て
い
る
。
本
書
の
章
別
構
成
を
示
せ
ば
次
の
如
く
で
あ
る
。
第
一
章
旧
植
民
地
体
制
の
も
と
に
お
け
る
大
陸
中
北
部
植
民
地
第
二
章
植
民
地
商
業
資
本
と
そ
の
対
外
貿
易
第
三
章
イ
ギ
リ
ス
重
商
主
義
植
民
地
経
営
の
基
調
第
四
章
旧
植
民
地
体
制
の
諸
矛
盾
の
深
化
以
下
に
お
い
て
各
章
の
内
容
を
概
観
す
る
こ
と
に
す
る
。
第
一
意
で
は
、
プ
ラ
ン
テ
ィ
シ
ョ
ン
型
植
民
地
と
異
る
経
済
構
造
を
も
っ
中
北
部
植
民
地
の
特
質
と
そ
の
植
民
地
体
制
下
で
の
地
位
が
解
明
さ
れ
る
。
舗
者
が
大
土
地
所
有
に
も
と
づ
く
奴
隷
制
プ
ラ
ン
テ
ィ
シ
ョ
ン
の
支
五
六
配
的
な
植
民
地
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
後
者
は
「
小
土
地
所
有
に
も
と
ず
く
小
農
民
的
生
産
が
支
配
的
で
あ
り
、
自
然
成
長
的
な
社
会
的
分
業
と
小
商
品
生
産
の
発
展
が
自
首
小
農
民
の
農
業
経
営
の
多
様
化
、
農
村
工
業
の
発
展
と
相
互
に
関
連
し
て
す
す
ん
だ
」
植
民
地
で
あ
っ
た
(
一
二
ペ
ー
ジ
)
。
こ
の
よ
う
に
南
部
植
民
地
と
は
決
定
的
に
異
な
る
生
産
関
係
(
「
自
営
小
農
民
に
よ
る
小
土
地
所
有
お
よ
び
そ
れ
を
基
礎
と
し
て
発
展
し
た
小
商
品
生
産
関
係
」
)
が
定
着
し
た
中
北
部
植
民
地
は
、
当
然
植
民
地
体
制
下
で
も
南
部
と
は
異
っ
た
地
位
を
占
め
て
い
た
。
プ
ラ
ン
テ
ィ
シ
ョ
ン
型
植
民
地
は
、
本
国
の
必
要
と
す
る
特
産
物
(
砂
糖
、
煙
草
な
ど
)
の
供
給
地
プ
ラ
ス
本
国
工
業
製
品
の
市
場
地
と
し
て
、
本
国
に
専
一
的
に
従
属
、
編
成
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
中
北
部
植
民
地
は
、
そ
う
し
た
特
産
物
U
輸
出
品
を
欠
い
で
い
た
た
め
、
供
給
地
と
し
て
の
側
面
が
弱
か
っ
た
と
同
時
に
、
市
場
地
と
し
て
も
輸
入
工
業
製
品
へ
の
支
払
手
段
が
欠
如
し
て
い
た
。
著
者
は
貿
易
統
計
を
使
い
な
が
ら
、
こ
の
両
植
民
地
の
貿
易
構
造
の
差
具
と
植
民
地
体
制
下
の
地
位
の
相
違
を
具
体
的
に
検
討
し
て
い
る
。
そ
し
て
中
北
部
植
民
地
の
再
生
産
の
た
め
に
は
、
輸
入
品
の
追
加
的
見
返
物
資
お
よ
び
追
加
的
支
払
手
段
の
獲
得
が
死
活
の
重
要
性
を
も
っ
て
い
た
点
を
強
調
す
る
。
そ
し
て
こ
の
追
加
的
支
払
手
段
の
獲
得
は
、
植
民
地
の
商
業
資
本
の
イ
ギ
リ
ス
外
貿
易
へ
の
進
出
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
た
。
植
民
地
の
商
業
資
本
は
、
中
北
部
植
民
地
の
剰
余
生
産
物
の
市
場
を
西
イ
ン
ド
、
南
欧
な
ど
に
見
出
し
、
そ
こ
で
イ
ギ
リ
ス
輸
入
品
へ
の
支
払
手
段
を
得
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
植
民
地
の
商
業
資
本
の
イ
ギ
リ
ス
外
貿
易
へ
の
進
出
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
商
業
資
本
と
競
合
し
、
両
者
の
対
立
を
惹
起
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
対
立
は
、
イ
ギ
リ
ス
商
莱
資
本
に
よ
る
植
民
地
貿
易
の
規
制
強
化
と
な
っ
て
現
わ
れ
、
そ
れ
は
中
北
部
植
民
地
自
身
の
再
生
崖
の
条
件
を
脅
か
す
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
場
合
に
は
、
中
北
部
植
民
地
は
再
生
産
に
必
要
な
生
産
手
段
や
生
活
字
段
を
自
ら
自
給
す
る
方
向
(
経
済
的
自
立
化
)
に
歩
ま
ざ
る
を
え
な
く
な
る
。
か
く
て
中
北
部
植
民
地
の
再
生
産
の
条
件
は
、
ハ
門
剰
余
生
産
物
の
海
外
市
場
の
開
拓
↓
輸
入
品
の
追
加
的
支
払
手
段
の
獲
得
同
自
営
小
農
民
の
広
範
な
農
村
工
業
を
基
礎
と
す
る
植
民
地
の
経
済
的
自
立
化
で
あ
っ
た
。
(
一
一
で
八
ペ
ー
ジ
〉
。
し
か
も
こ
の
い
づ
れ
の
条
件
も
、
イ
ギ
リ
ス
の
重
商
主
義
の
根
本
的
利
害
を
お
び
や
か
す
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
中
北
部
植
民
地
の
経
済
構
造
こ
そ
、
イ
ギ
リ
ス
重
商
主
義
植
民
地
体
制
の
諸
矛
盾
の
結
節
点
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
第
二
章
で
は
、
植
民
地
の
商
業
資
本
の
発
生
過
程
と
そ
の
対
外
貿
易
の
諸
部
門
の
詳
細
な
検
討
を
通
じ
て
、
イ
ギ
リ
ス
商
業
資
本
と
の
矛
盾
、
対
立
が
浮
彫
に
さ
れ
る
。
ま
ず
ニ
ュ
l
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
商
業
資
本
の
発
生
(
ピ
ュ
l
リ
ン
タ
商
人
)
と
そ
の
対
外
貿
易
へ
の
進
出
過
程
が
追
跡
さ
れ
、
一
七
世
紀
後
半
に
植
民
地
の
商
業
資
本
の
基
本
的
パ
タ
ー
ン
(
対
英
輸
入
貿
易
、
剰
余
生
産
物
の
イ
ギ
リ
ス
外
輸
出
貿
易
)
が
設
定
さ
れ
た
。
つ
い
で
植
民
地
の
商
業
資
本
の
対
外
貿
易
を
付
イ
ギ
リ
ス
貿
易
、
同
商
イ
ン
ド
貿
易
、
日
南
欧
、
ぶ
ど
う
酒
貿
易
の
三
部
門
に
わ
け
て
、
克
明
に
そ
の
貿
易
内
容
と
貿
易
方
法
が
分
析
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
要
点
の
み
示
せ
ぽ
以
下
の
如
く
で
あ
る
。
付
イ
ギ
リ
ス
貿
易
書
評
イ
ギ
リ
ス
貿
易
は
中
北
部
植
民
地
の
輸
入
の
六
六
勿
(
一
入
世
紀
後
半
〉
を
占
め
て
い
た
が
、
輸
出
の
一
七
%
を
占
め
る
に
す
ぎ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
貿
易
は
慢
性
的
入
超
を
も
た
ら
し
、
イ
ギ
リ
ス
外
貿
易
に
よ
る
支
払
手
段
の
獲
得
も
こ
の
入
超
を
カ
バ
ー
で
き
ず
植
民
地
の
負
債
は
累
積
し
た
。
特
に
一
八
世
紀
中
葉
以
降
イ
ギ
リ
ス
の
ヱ
業
製
品
の
輸
入
は
激
増
し
、
中
北
部
櫨
民
地
は
南
部
を
凌
駕
し
て
重
要
な
イ
ギ
リ
ス
の
市
場
と
な
っ
た
。
(
市
場
と
し
て
の
重
要
性
の
認
識
〉
。
イ
ギ
リ
ス
貿
易
の
形
態
は
、
uv
イ
ギ
リ
ス
貿
易
商
の
直
接
販
売
、
同
イ
ギ
リ
ス
貿
易
商
↓
植
民
地
商
人
へ
の
委
託
販
売
、
日
植
民
地
商
人
↓
イ
ギ
リ
ス
商
人
へ
の
注
文
の
三
つ
が
あ
っ
た
が
、
一
八
世
紀
中
葉
ま
で
は
国
の
形
態
が
一
般
的
で
あ
っ
た
。
同
の
場
合
、
植
民
地
商
人
は
自
己
の
計
算
に
よ
る
独
立
商
人
で
あ
っ
た
が
、
イ
ギ
リ
ス
商
人
へ
金
融
的
に
依
存
従
属
し
て
い
た
。
同
西
イ
ン
ド
貿
易
西
イ
ン
ド
貿
易
は
中
北
部
植
民
地
の
輸
出
の
約
二
分
の
一
を
占
め
る
最
大
の
輸
出
貿
易
部
円
で
あ
っ
た
。
西
イ
ン
ド
は
、
中
北
部
植
民
地
の
剰
余
生
産
物
ハ
木
材
、
魚
類
、
食
糧
品
な
ど
)
の
有
力
な
輸
出
市
場
で
あ
り
、
そ
れ
ら
と
交
換
に
イ
ギ
リ
ス
へ
の
見
返
物
資
や
支
払
手
段
が
入
手
ぎ
れ
た
。
こ
う
し
た
西
イ
ン
ド
貿
易
の
意
義
は
、
西
イ
ン
ド
が
砂
糖
モ
ノ
カ
ル
チ
ュ
ア
l
化
す
る
に
つ
れ
、
イ
ギ
リ
ス
重
商
主
義
者
に
よ
り
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
彼
ら
は
、
中
北
部
植
民
地
と
西
イ
ン
ド
の
相
互
補
完
的
な
貿
易
が
、
各
々
の
植
民
地
の
再
生
産
を
可
能
に
し
、
植
民
地
体
制
の
縫
持
に
と
り
重
要
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
た
の
で
あ
る
。
西
イ
ン
ド
貿
易
に
よ
る
利
潤
は
、
著
者
に
よ
れ
、
は
、
経
済
的
発
展
に
規
定
さ
れ
て
あ
る
場
合
に
は
三
五
七
書
言平
商
業
の
拡
大
、
ト
ラ
フ
ィ
I
ク
的
ヱ
業
の
拡
大
、
土
地
投
機
に
投
下
さ
れ
た
が
、
あ
る
場
合
に
は
産
業
資
本
の
資
金
と
し
て
利
用
さ
れ
た
(
一
二
六
八
ペ
ー
ジ
)
。
臼
南
欧
・
ぶ
ど
う
酒
島
貿
易
こ
の
貿
易
は
、
一
八
世
紀
後
半
か
ら
急
増
し
、
西
イ
ン
ド
に
次
ぐ
輸
出
市
場
合
一
一
%
)
と
な
っ
た
。
こ
の
南
欧
市
場
へ
は
、
魚
類
、
小
麦
(
粉
)
パ
ン
な
ど
の
食
糧
品
を
輸
出
し
、
為
替
、
鋳
貨
な
ど
の
追
加
的
支
払
手
段
を
獲
得
し
た
。
以
上
の
植
民
地
の
貿
易
の
中
で
イ
、
ギ
リ
ス
貿
易
が
中
心
を
な
し
て
い
た
こ
と
は
云
う
ま
で
も
な
い
。
こ
の
貿
易
部
門
で
は
、
植
民
地
商
人
は
イ
ギ
リ
ス
貿
易
商
に
金
融
的
に
従
属
し
て
い
た
た
め
、
両
者
の
対
立
は
一
八
世
紀
の
後
半
ま
で
表
面
化
し
な
か
っ
た
。
植
民
地
の
商
業
資
本
が
イ
ギ
リ
ス
の
そ
れ
に
激
し
く
対
立
し
た
の
は
、
非
イ
ギ
リ
ス
貿
易
部
門
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。
著
者
は
こ
の
対
立
貿
易
部
門
を
、
ニ
ュ
i
フ
ァ
ウ
ン
ド
ラ
ン
ド
貿
易
、
商
イ
ン
ド
貿
易
、
南
欧
貿
易
、
北
欧
貿
易
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
植
民
地
の
商
業
資
本
と
イ
ギ
リ
ス
商
業
資
本
の
対
立
を
多
面
的
に
追
究
し
て
い
る
。
そ
し
て
最
後
に
密
貿
易
の
程
度
に
つ
い
て
の
諸
見
解
ハ
ピ
ア
!
、
デ
ィ
カ
l
ソ
ン
な
と
)
を
批
判
し
、
密
貿
易
が
列
挙
品
目
規
定
の
違
反
よ
り
も
市
場
条
例
違
反
の
方
が
多
く
、
非
イ
ギ
リ
ス
貿
易
部
門
で
イ
ギ
リ
ス
商
業
資
本
と
鋭
く
対
立
し
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
第
三
章
で
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
植
民
地
経
営
の
基
調
と
そ
の
内
在
的
諸
矛
盾
を
刻
挟
し
、
植
民
地
体
制
の
破
綻
の
不
可
避
性
が
分
析
さ
れ
て
い
る
。
植
民
地
休
制
の
諸
矛
盾
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
中
北
部
植
民
地
の
経
済
構
三
五
八
造
に
規
定
さ
れ
た
再
生
産
の
条
件
の
中
に
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
第
一
に
、
植
民
地
の
剰
余
生
産
物
の
輸
出
に
よ
る
追
加
的
見
返
物
資
と
支
払
手
段
の
獲
得
は
、
非
イ
ギ
リ
ス
市
場
で
の
イ
ギ
リ
ス
商
業
資
本
と
の
対
立
を
激
化
さ
せ
、
第
二
に
、
経
済
自
立
化
の
方
向
は
、
植
民
地
の
競
合
産
業
主
業
)
の
発
展
を
促
進
し
、
イ
ギ
リ
ス
の
初
期
産
業
資
本
お
よ
び
商
業
資
本
と
植
民
地
の
工
業
と
の
対
立
を
尖
鋭
化
す
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
矛
盾
が
相
互
に
作
用
し
あ
い
、
連
鎖
反
応
的
に
イ
ギ
リ
ス
の
植
民
地
収
奪
者
と
植
民
地
の
被
収
牽
者
の
矛
盾
を
拡
大
・
再
生
産
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
こ
の
本
国
と
植
民
地
問
の
矛
盾
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
植
民
地
収
奪
者
内
部
の
諾
階
層
の
矛
盾
と
相
互
作
用
を
お
こ
し
、
い
っ
そ
う
複
雑
な
諸
矛
盾
を
惹
起
し
て
い
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
の
植
民
地
収
奪
者
間
の
諸
矛
居
と
は
、
次
の
も
の
で
あ
る
。
付
イ
ギ
リ
ス
植
民
地
貿
易
資
本
ハ
前
期
的
商
業
資
本
)
と
初
期
産
業
資
本
と
の
矛
盾
日
イ
ギ
リ
ス
商
業
資
本
と
西
イ
ン
ド
不
在
プ
ラ
ン
タ
i
と
の
矛
盾
更
に
右
の
諸
矛
盾
か
ら
派
生
す
る
も
の
と
し
て
、
植
民
地
収
奪
者
聞
の
諸
矛
盾
(
製
鉄
業
者
と
鉄
加
工
業
者
と
の
矛
盾
、
植
民
地
貿
易
資
本
と
イ
ー
ス
ト
ラ
ン
ド
貿
易
資
本
と
の
矛
盾
)
が
加
わ
っ
た
。
こ
う
し
た
諸
矛
盾
は
、
植
民
地
経
営
全
体
に
況
わ
れ
た
が
、
特
に
前
述
し
た
中
北
部
植
民
地
経
営
に
集
中
的
に
発
現
し
た
の
で
あ
る
。
次
に
こ
う
し
た
諸
矛
盾
を
内
包
し
た
植
民
地
経
蛍
が
船
舶
必
要
品
計
画
の
分
析
を
還
じ
て
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
船
舶
必
要
品
計
画
と
は
、
船
舶
必
要
品
(
タ
l
ル
、
ピ
ッ
チ
、
テ
レ
ビ
ン
油
、
大
麻
、
マ
ス
ト
、
帆
桁
な
ど
U
の
植
民
地
で
の
生
産
を
奨
励
し
、
そ
れ
を
確
保
し
よ
う
と
す
る
政
策
で
あ
る
。
こ
の
計
画
は
二
ハ
一
一
三
年
か
ら
始
ま
っ
た
が
、
そ
れ
が
本
格
化
す
る
の
は
、
一
六
九
O
B
一
七
二
O
年
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
期
に
種
々
の
計
画
が
立
案
さ
れ
、
そ
れ
を
め
ぐ
り
植
民
地
収
奪
者
聞
の
諸
矛
盾
が
表
面
化
し
た
の
で
あ
る
。
著
者
は
こ
の
計
画
の
意
図
を
め
ぐ
る
諸
解
釈
(
ロ
l
ド
、
ピ
ア
l
、
オ
ス
グ
ッ
ド
、
ネ
ッ
テ
ル
ス
)
を
批
判
的
に
検
討
し
、
こ
の
計
画
の
点
の
意
義
を
次
の
よ
う
に
結
論
し
て
い
る
。
(
二
一
一
一
一
四
ペ
ー
ジ
〉
。
こ
の
計
画
は
、
中
北
部
植
民
地
の
小
生
産
者
に
船
舶
必
要
品
を
生
産
さ
せ
、
プ
ラ
ン
テ
ィ
シ
ョ
ン
型
植
民
地
と
同
じ
よ
う
に
イ
ギ
リ
ス
か
ら
の
輸
入
品
に
対
す
る
購
売
手
段
を
与
え
、
さ
ら
に
列
挙
品
目
に
指
定
す
る
こ
と
に
よ
り
そ
れ
を
本
国
が
独
占
、
確
保
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
中
北
部
植
民
地
を
本
国
に
専
一
的
に
従
属
す
る
プ
ラ
ン
テ
ィ
シ
ョ
ン
型
植
民
地
に
編
成
替
l
転
換
(
再
生
産
の
条
件
の
変
化
)
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
。
も
し
こ
の
プ
ラ
ン
テ
ィ
シ
ョ
ン
型
植
民
地
の
経
済
構
造
へ
の
改
造
が
成
功
す
れ
ば
、
植
民
地
商
業
資
本
の
イ
ギ
リ
ス
外
貿
易
へ
の
進
出
は
緩
和
さ
れ
、
ま
た
経
済
自
立
化
の
方
向
も
チ
ェ
ッ
ク
さ
れ
る
と
同
時
に
、
イ
ギ
リ
ス
の
植
民
地
市
場
の
拡
大
を
も
た
ら
す
と
い
う
一
石
三
鳥
の
効
果
を
も
つ
こ
と
と
な
る
。
そ
の
こ
と
は
、
ま
た
植
民
地
と
本
国
の
前
記
の
諸
矛
盾
を
緩
和
さ
せ
る
こ
と
で
も
あ
る
。
次
に
著
者
は
一
七
一
九
年
の
船
舶
必
要
品
法
案
を
め
ぐ
る
イ
ギ
リ
ス
内
部
の
諸
利
害
の
矛
盾
、
対
立
を
具
体
的
に
分
析
し
、
こ
の
法
案
が
廃
案
と
な
っ
た
原
因
を
解
明
し
て
い
る
。
こ
の
法
案
で
は
じ
め
て
鉄
条
項
が
登
場
し
た
が
、
こ
の
植
民
地
鉄
問
題
を
め
ぐ
り
、
イ
ギ
リ
ス
の
貿
易
資
本
、
製
書
評
鉄
業
者
、
鉄
加
工
業
者
の
諸
利
害
が
激
し
く
対
立
し
た
。
こ
れ
ら
の
諸
利
害
は
、
植
民
地
鉄
加
工
業
の
抑
圧
1
市
場
確
保
と
い
う
基
本
線
で
は
一
致
し
た
が
、
俸
鉄
の
自
由
輸
入
に
関
し
て
き
び
し
く
対
立
し
た
。
著
者
は
こ
の
利
害
対
立
の
内
容
を
検
討
し
、
貿
易
資
本
、
鉄
加
工
業
者
対
製
鉄
業
者
の
真
の
対
立
点
は
、
棒
鉄
の
輸
入
問
題
に
あ
っ
た
の
で
は
な
く
、
棒
鉄
の
生
産
抑
圧
の
問
題
に
あ
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る
つ
コ
一
5
ペ
ー
ジ
)
。
そ
し
て
こ
の
法
案
を
廃
案
に
導
い
た
原
因
と
し
て
、
本
国
内
部
の
利
害
対
立
に
加
え
て
、
本
国
と
植
民
地
聞
の
利
害
対
立
を
指
摘
し
、
植
民
地
側
の
反
対
運
動
に
言
及
し
て
い
る
。
さ
い
ご
に
、
著
者
は
こ
の
法
案
の
目
的
が
、
ア
メ
リ
カ
植
民
地
に
お
け
る
製
鉄
業
の
奨
励
に
よ
る
鉄
加
工
業
(
競
合
産
業
)
の
抑
圧
と
見
返
物
資
の
提
供
に
あ
り
、
そ
の
失
敗
は
、
植
民
地
体
制
に
ふ
く
ま
れ
た
諸
矛
盾
の
帰
結
で
あ
っ
た
と
結
論
し
て
い
る
。
第
四
章
で
は
、
船
舶
必
要
品
計
画
の
失
敗
後
の
本
国
と
植
民
地
問
の
諸
矛
盾
の
激
化
を
、
西
イ
ン
ド
不
在
プ
ラ
ン
タ
l
対
中
北
部
植
民
地
商
業
資
本
の
矛
盾
と
イ
ギ
リ
ス
初
期
産
業
資
本
対
植
民
地
の
競
合
産
業
の
矛
盾
に
つ
い
て
分
析
し
、
こ
れ
ら
の
諸
矛
盾
が
拡
大
再
生
産
さ
れ
な
が
ら
ア
メ
リ
カ
独
立
革
命
に
な
だ
れ
こ
む
過
程
が
追
究
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
西
イ
ン
ド
不
在
プ
ラ
ン
タ
!
と
植
民
地
商
業
資
本
と
の
矛
盾
か
ら
み
よ
う
。
植
民
地
商
業
資
本
は
、
ユ
ト
レ
ヒ
ト
平
和
条
約
以
後
仏
領
西
イ
ン
ド
貿
易
に
急
速
に
進
出
し
は
じ
め
た
。
こ
の
仏
領
西
イ
ン
ド
貿
易
は
、
安
価
な
砂
糖
、
糖
蜜
の
供
給
、
中
北
部
植
民
地
の
剰
余
生
産
物
の
新
た
な
市
場
の
拡
大
と
い
う
点
で
植
民
地
商
業
資
本
に
と
り
有
利
な
貿
易
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
こ
と
は
英
領
酉
イ
ン
ド
の
プ
ラ
ン
タ
l
の
利
害
と
対
立
し
、
五
九
書
言平
両
者
の
矛
盾
を
激
化
さ
せ
た
。
四
イ
ン
ド
不
在
プ
ラ
ン
タ
i
は
、
議
会
に
圧
力
を
か
け
、
仏
領
酉
イ
ン
ド
貿
易
を
禁
止
す
る
法
案
ハ
砂
糖
法
案
)
を
提
出
し
、
議
会
内
外
で
激
し
い
論
争
を
上
び
わ
こ
し
た
。
こ
の
論
争
の
焦
点
と
な
っ
た
の
は
、
仏
領
函
イ
ン
ド
か
ら
の
安
価
な
糠
蜜
輸
入
と
ラ
ム
酒
蒸
留
業
の
問
題
(
商
イ
ン
ド
の
ラ
ム
酒
と
の
競
争
)
で
あ
コ
た
。
こ
の
世
奈
は
修
正
の
上
、
一
七
三
三
年
の
糖
蜜
一
条
例
と
な
っ
て
通
過
し
た
。
こ
の
条
例
は
、
イ
ギ
リ
ス
植
民
地
に
輸
入
さ
れ
る
砂
糖
、
ラ
ム
酒
、
糖
蜜
に
禁
止
的
関
税
を
一
謀
す
る
こ
と
を
規
定
し
て
お
り
、
西
イ
ン
ド
不
在
プ
ラ
ン
タ
!
の
利
害
を
擁
護
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
こ
の
プ
一
ア
ン
ダ
ー
の
一
応
の
勝
利
は
、
部
分
的
か
つ
形
式
的
な
も
の
に
す
ぎ
ず
、
法
律
違
反
に
対
し
て
克
大
な
措
置
が
と
ら
れ
た
た
め
、
事
実
上
実
効
を
み
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
政
府
は
、
こ
の
条
例
の
厳
格
な
実
施
が
、
中
北
部
植
民
地
の
商
業
資
本
と
本
国
と
の
矛
盾
を
激
化
さ
せ
る
こ
と
を
恐
れ
た
か
ら
で
あ
る
。次
に
イ
ギ
リ
ス
産
業
資
本
と
植
民
地
の
競
合
産
業
と
の
矛
盾
が
分
析
さ
れ
る
。
中
北
部
植
民
地
で
は
早
く
か
ら
農
村
工
業
が
展
開
し
て
い
た
が
、
こ
の
工
業
の
発
展
は
当
然
イ
ギ
リ
ス
産
業
資
本
の
楠
民
地
市
場
の
相
対
的
な
縮
小
を
も
た
ら
し
、
両
者
の
利
害
の
対
立
を
惹
起
し
た
。
著
者
は
、
競
合
産
業
の
大
宗
を
な
し
た
衣
料
工
業
と
鉄
工
業
の
発
展
過
程
と
イ
ギ
リ
ス
の
抑
圧
政
策
を
詳
細
に
分
析
す
る
こ
と
に
よ
り
、
植
民
地
の
経
済
自
立
化
を
め
く
る
対
立
の
激
化
を
追
究
し
て
い
る
。
衣
料
工
業
(
特
に
毛
織
物
工
業
)
は
、
最
初
自
給
的
な
農
村
家
内
工
業
と
し
て
広
範
に
中
北
部
植
民
地
で
営
ま
れ
て
い
た
。
そ
し
て
そ
の
中
か
ら
次
一六
O
第
に
専
門
職
人
層
を
輩
出
し
、
更
に
は
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ャ
l
に
近
い
経
営
を
も
生
み
出
し
た
。
こ
う
し
た
植
民
地
の
毛
減
物
工
業
の
発
展
に
対
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
は
そ
の
最
大
の
輸
出
品
に
対
す
る
脅
威
を
感
じ
、
二
ハ
九
九
年
の
羊
毛
品
条
例
を
発
布
し
、
蔚
芽
の
う
ち
に
禁
止
し
よ
う
と
し
た
。
し
か
し
こ
の
条
例
は
纏
民
地
毛
織
物
工
業
の
発
展
を
阻
止
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
鉄
工
業
も
植
民
地
で
早
く
か
ら
発
展
し
た
競
合
産
業
の
代
表
的
部
円
で
あ
っ
た
。
著
者
は
各
植
民
地
に
お
け
る
鉄
工
業
の
形
成
過
程
を
詳
綿
に
辿
り
、
植
民
地
の
鉄
工
業
の
二
つ
の
タ
イ
プ
(
「
ニ
ュ
i
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
型
」
鉄
工
業
と
「
南
部
型
」
鉄
工
業
)
を
析
出
し
て
い
る
。
そ
し
て
「
ニ
ュ
l
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
型
」
鉄
工
業
こ
そ
が
、
植
民
地
の
自
立
化
を
推
進
す
る
競
合
産
業
の
タ
イ
プ
で
あ
り
、
一
七
五
O
年
の
鉄
条
例
は
、
こ
の
タ
イ
プ
の
鉄
工
業
を
禁
圧
す
る
こ
と
に
よ
り
「
南
部
型
」
鉄
工
業
に
変
質
さ
せ
、
鉄
原
料
供
給
地
と
し
て
編
成
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
更
に
こ
の
鉄
条
例
の
効
果
に
つ
い
て
検
討
し
、
そ
の
失
敗
の
基
本
的
原
因
と
し
て
、
中
北
部
植
民
地
に
お
け
る
欽
の
局
地
的
市
場
の
成
立
を
指
摘
し
て
い
る
。
さ
い
ご
に
「
諸
示
盾
の
帰
結
と
し
て
の
ア
メ
リ
カ
革
命
」
な
る
節
で
、
一
七
六
三
年
以
来
の
イ
ギ
リ
ス
の
植
民
地
政
策
を
分
析
し
、
そ
れ
が
上
述
し
た
植
民
地
体
制
内
部
の
諸
矛
盾
を
一
一
層
激
化
さ
せ
、
ア
メ
リ
カ
革
命
に
帰
結
す
る
過
程
を
考
察
し
て
い
る
。
ま
ず
一
八
世
紀
後
半
の
ア
メ
リ
カ
植
民
地
貿
易
が
分
析
さ
れ
る
。
イ
ギ
リ
ス
の
対
ア
メ
リ
カ
植
民
地
貿
易
は
、
輸
出
入
と
も
増
加
の
傾
向
を
示
し
、
イ
ギ
リ
ス
の
第
一
の
供
給
地
プ
ラ
ス
市
場
地
と
な
っ
た
が
、
就
中
中
北
部
植
民
地
の
市
場
が
急
速
に
拡
大
し
、
プ
ラ
ン
テ
ィ
シ
ョ
ン
型
植
民
地
よ
り
も
一
重
要
と
な
っ
た
。
こ
の
変
化
に
対
応
し
て
、
従
来
供
給
地
側
面
を
偏
亘
し
て
き
た
イ
ギ
リ
ス
仲
継
貿
易
資
本
は
後
退
し
、
イ
ギ
リ
ス
産
業
資
本
に
従
属
す
る
近
代
的
商
業
資
本
が
進
出
し
て
植
民
地
の
市
場
と
し
て
の
側
面
を
重
視
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
利
害
の
対
立
の
表
現
が
ス
ミ
ス
に
よ
る
「
植
民
地
貿
易
の
独
占
」
(
仲
継
貿
易
資
本
)
の
批
判
で
あ
っ
た
。
次
に
一
七
六
三
年
以
降
の
一
連
の
諸
政
策
(
一
七
六
四
年
の
砂
縮
条
例
、
一
七
六
五
年
の
印
紙
条
例
、
一
七
六
七
年
の
タ
ウ
ン
ゼ
ン
ト
条
例
、
一
七
六
三
年
の
国
王
宣
言
な
ど
)
の
内
容
と
そ
こ
に
ふ
く
ま
れ
た
諸
矛
盾
が
分
析
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
最
後
に
結
論
と
し
て
次
の
よ
う
に
結
ん
で
い
る
。
ハ
一
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出
植
民
地
体
制
は
本
国
の
本
源
的
蓄
積
の
諸
契
機
の
一
つ
で
あ
り
、
植
民
地
を
本
国
の
本
源
的
蓄
積
の
た
め
に
収
奪
す
る
体
制
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
本
閣
の
産
業
資
本
の
園
内
市
場
を
保
護
育
成
し
、
そ
の
海
外
市
場
を
確
保
す
る
た
め
、
強
力
な
独
占
的
植
民
地
貿
易
機
構
を
設
定
し
、
種
々
の
植
民
地
産
業
抑
圧
立
法
宏
制
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
植
民
地
の
原
料
を
収
奪
し
、
植
民
地
商
業
資
本
を
抑
圧
し
、
植
民
地
競
合
産
業
の
資
本
主
義
的
生
産
に
向
つ
て
の
発
展
を
阻
止
し
た
。
し
か
し
こ
う
し
な
植
民
地
政
策
は
、
本
国
の
植
民
地
収
奪
者
と
植
民
地
の
被
収
奪
者
と
の
矛
盾
を
激
化
さ
せ
た
だ
け
で
な
く
、
植
民
地
収
奪
者
内
部
の
矛
盾
も
激
化
さ
せ
、
相
互
に
矛
盾
が
関
連
し
あ
い
悪
循
環
に
お
ち
入
っ
た
。
こ
う
し
た
諸
矛
盾
は
一
七
六
三
年
後
の
植
民
地
政
策
(
課
税
強
化
H
貰
接
的
収
奪
)
と
な
っ
て
現
わ
れ
書
評
た
。
こ
れ
に
対
し
植
民
地
で
は
、
本
国
の
抑
圧
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
徐
々
に
資
本
の
本
源
的
蓄
積
が
進
行
し
、
資
本
主
義
生
産
へ
の
方
向
が
定
め
ら
れ
た
。
こ
う
し
た
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
発
展
を
基
礎
と
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
の
植
民
地
体
制
か
ら
自
ら
を
解
放
す
る
民
族
独
立
の
戦
い
が
開
始
さ
れ
た
。
か
く
て
「
イ
ギ
リ
ス
重
商
主
義
の
植
民
地
体
制
に
ふ
く
ま
れ
た
二
重
の
諸
矛
盾
の
当
然
の
帰
結
こ
そ
が
ア
メ
リ
カ
革
命
で
あ
る
」
。
以
よ
が
本
書
の
概
要
で
あ
る
。
本
書
(
お
よ
び
前
著
)
は
、
多
年
に
わ
た
る
著
者
の
精
力
的
な
重
商
主
義
植
民
地
体
制
の
研
究
の
結
晶
で
あ
り
、
そ
の
成
果
が
ア
メ
リ
カ
革
命
の
研
究
を
大
き
く
前
進
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
え
ぬ
と
こ
ろ
で
あ
る
。
本
書
の
主
要
な
功
績
は
次
の
諸
点
に
要
約
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
H
ア
メ
リ
カ
独
立
草
命
を
重
商
主
義
植
民
地
体
制
そ
の
も
の
の
多
面
的
な
諸
矛
盾
の
帰
結
と
し
て
、
一
貫
し
た
方
法
論
で
解
明
し
た
こ
と
。
こ
の
点
に
つ
い
て
従
来
の
研
究
が
本
国
と
植
民
地
聞
の
矛
盾
U
対
立
を
一
面
的
、
単
線
的
に
捉
え
て
き
た
の
に
対
し
て
、
著
者
は
旧
植
民
地
体
制
の
本
質
と
構
造
の
中
に
ふ
く
ま
れ
た
諸
矛
盾
を
多
面
的
に
折
出
し
、
ア
メ
リ
カ
革
命
へ
の
必
然
性
を
こ
れ
ら
諸
矛
盾
の
複
雑
な
相
互
作
用
の
中
で
解
明
し
た
。
こ
の
点
こ
そ
、
本
書
の
独
自
の
特
徴
で
あ
り
同
時
に
研
究
史
へ
の
大
き
な
貢
献
で
あ
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
口
ア
メ
リ
カ
植
民
地
貿
易
の
実
態
を
詳
細
に
検
討
し
、
旧
植
民
地
体
制
下
の
ア
メ
リ
カ
植
民
地
の
地
位
(
供
給
地
お
よ
び
市
場
地
と
し
て
の
位
置
~ 
ノ、
書
評
を
明
確
に
し
た
こ
と
。
更
に
著
者
は
そ
の
際
プ
ラ
ン
テ
ィ
シ
ヲ
ン
型
植
民
地
(
西
イ
ン
ド
・
大
陸
南
部
)
と
非
0
フ
ラ
ン
テ
ィ
シ
ョ
ン
型
植
民
地
(
中
北
部
)
の
経
済
構
造
の
差
異
に
着
目
し
、
両
タ
イ
プ
の
植
民
地
の
異
っ
た
地
位
と
意
義
を
明
確
に
定
式
化
し
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
非
プ
ラ
ン
テ
ィ
シ
ョ
ン
型
植
民
地
こ
そ
、
旧
植
民
地
体
制
の
弱
き
一
環
日
諸
矛
盾
の
結
節
点
と
把
握
し
た
こ
と
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
植
民
地
の
両
タ
イ
プ
の
析
出
は
著
者
の
独
創
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
が
、
従
来
の
研
究
史
を
批
判
的
に
摂
取
し
、
両
タ
イ
プ
の
植
民
地
の
位
置
づ
け
を
理
論
的
な
ら
び
に
実
証
的
に
明
確
化
し
、
矛
盾
の
結
節
点
を
え
ぐ
り
出
し
た
の
は
、
本
書
の
功
績
で
あ
る
。以
上
の
他
、
船
舶
必
要
品
計
画
の
意
義
、
西
イ
ン
ド
諸
島
の
経
済
構
造
と
貿
易
の
実
態
の
解
明
、
植
民
地
商
業
資
本
の
分
析
な
ど
少
な
か
ら
ぬ
功
績
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
が
、
こ
こ
で
は
指
摘
す
る
だ
け
に
と
ど
め
た
い
。
次
に
本
書
の
基
本
的
な
問
題
点
に
つ
い
て
私
見
を
述
べ
た
い
。
第
一
は
、
本
書
を
貫
く
方
法
概
念
で
あ
る
諸
矛
盾
の
捉
え
方
の
問
題
で
あ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
重
商
主
義
植
民
地
体
制
の
諸
矛
盾
を
多
面
的
に
析
出
し
た
の
は
著
者
の
功
績
で
あ
る
が
、
そ
の
多
面
的
諸
矛
盾
の
析
出
の
故
に
、
基
本
的
矛
盾
と
副
次
的
(
従
属
的
)
矛
盾
の
区
別
が
う
す
れ
て
く
る
結
果
と
な
っ
て
い
る
。
著
者
は
基
本
的
矛
盾
と
し
て
本
国
の
植
民
地
収
奪
者
と
植
民
地
の
被
収
奪
者
閣
の
矛
盾
を
、
副
次
的
(
?
)
矛
盾
と
し
て
、
植
民
地
収
奪
者
聞
の
矛
盾
を
あ
げ
て
い
る
が
、
両
者
は
「
二
重
の
矛
眉
」
と
し
て
一
括
さ
れ
、
基
本
的
、
副
次
的
矛
盾
と
し
て
は
明
確
に
捉
え
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
に
み
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
全
体
の
諸
矛
盾
の
位
置
づ
け
-/" 
と
関
連
性
が
、
や
や
も
す
れ
ば
並
列
的
に
列
記
さ
れ
、
矛
盾
の
立
体
的
構
造
が
不
明
確
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
著
者
の
い
う
基
本
的
諸
矛
盾
の
場
合
に
も
あ
て
は
ま
る
。
著
者
は
そ
の
中
に
、
同
イ
ギ
リ
ス
商
業
資
本
と
植
民
地
商
業
資
本
の
矛
盾
、
川
イ
ギ
リ
ス
商
業
資
本
お
よ
び
初
期
産
業
資
本
と
植
民
地
競
合
産
業
経
営
者
の
矛
盾
、
川
西
イ
ン
ド
不
在
プ
ラ
ン
タ
!
と
植
民
地
商
業
資
本
の
矛
盾
、
ωイ
ギ
リ
ス
植
民
地
収
奪
者
と
植
民
地
の
小
農
民
、
住
民
大
衆
の
矛
盾
を
あ
げ
て
い
る
(
一
八
八
ペ
ー
ジ
)
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
諸
矛
盾
の
中
で
い
づ
れ
か
主
要
な
矛
盾
で
あ
っ
た
か
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
ア
メ
リ
カ
草
命
の
歴
史
的
性
格
の
規
定
と
不
可
分
に
関
連
し
て
く
る
。
も
ち
ろ
ん
、
独
立
に
至
る
諸
矛
盾
は
、
著
者
の
分
析
さ
れ
た
よ
う
に
多
面
的
か
つ
重
層
的
で
あ
っ
た
こ
と
を
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
そ
う
し
た
多
面
的
な
諸
矛
盾
の
分
析
と
同
時
に
基
本
的
、
副
次
的
な
諸
矛
盾
の
区
別
と
構
造
の
分
析
を
す
る
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
著
者
の
重
点
が
植
民
地
体
制
下
の
諸
矛
盾
の
多
面
的
な
析
出
に
お
か
れ
た
た
め
か
、
諸
矛
盾
の
立
体
的
構
造
の
分
析
が
弱
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
惜
し
ま
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
こ
と
が
ア
メ
リ
カ
革
命
へ
の
必
然
性
と
そ
の
基
動
力
の
解
明
に
や
や
迫
力
を
減
殺
さ
せ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
第
二
は
、
中
北
部
植
民
地
の
経
済
構
造
の
捉
え
方
の
問
題
で
あ
る
。
著
者
は
非
プ
ラ
ン
テ
ィ
シ
ョ
ン
型
植
民
地
H
中
北
部
植
民
地
の
経
済
構
造
の
中
に
旧
植
民
地
体
制
の
諸
矛
盾
の
結
節
点
を
見
出
し
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
本
国
向
け
輸
出
品
を
欠
く
中
北
部
植
民
地
の
再
生
産
の
た
め
に
は
、
次
の
二
つ
の
条
件
が
必
要
で
あ
っ
た
。
一
つ
は
、
輸
入
品
(
生
産
手
段
お
よ
び
生
活
手
段
)
の
支
払
の
た
め
植
民
地
の
剰
余
生
産
物
の
海
外
市
場
の
開
拓
↓
追
加
的
見
返
物
資
お
よ
び
支
払
手
段
の
獲
得
で
あ
り
、
他
は
、
生
産
手
段
お
よ
び
生
活
手
段
を
植
民
地
自
ら
が
生
産
し
、
経
済
自
立
化
を
達
成
す
る
こ
と
で
あ
る
。
第
一
の
条
件
は
、
非
イ
ギ
リ
ス
的
貿
易
部
門
で
の
植
民
地
商
業
資
本
と
イ
ギ
リ
ス
貿
易
資
本
と
の
矛
盾
を
激
化
さ
せ
、
第
二
の
条
件
は
、
植
民
地
の
競
合
産
業
(
工
業
)
と
イ
ギ
リ
ス
の
初
期
産
業
資
本
お
よ
び
貿
易
資
本
と
の
矛
盾
を
惹
起
す
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
第
一
の
条
件
の
抑
圧
は
第
二
の
条
件
に
よ
る
矛
盾
の
激
化
と
な
り
、
逆
に
第
二
の
条
件
の
禁
圧
も
第
一
の
条
件
の
矛
盾
を
強
化
す
る
結
果
と
な
る
。
こ
の
よ
う
に
再
生
産
の
両
条
件
の
矛
盾
は
相
互
作
用
し
あ
っ
て
諸
矛
盾
を
拡
大
再
生
産
し
て
い
っ
た
会
天
|
九
、
一
八
一
一
一
l
l
四
ペ
ー
ジ
)
。
こ
の
よ
う
に
著
者
は
中
北
部
植
民
地
の
再
生
産
の
条
件
の
中
に
重
商
主
義
植
民
地
体
制
の
諸
矛
盾
〈
ジ
レ
ン
マ
)
を
鋭
く
刻
扶
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
中
北
部
植
民
地
自
身
に
と
っ
て
、
こ
の
二
つ
の
条
件
は
再
生
産
の
歴
史
的
方
向
性
に
お
い
て
意
味
が
異
っ
て
い
た
と
み
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
第
一
の
条
件
は
、
イ
ギ
リ
ス
貿
易
資
本
と
の
対
立
を
惹
起
し
な
が
ら
も
、
本
国
日
植
民
地
問
分
業
を
補
完
す
る
方
向
性
を
も
っ
て
い
た
の
に
対
し
て
、
第
二
の
条
件
は
、
植
民
地
体
制
そ
の
も
の
を
解
体
さ
せ
る
方
向
性
(
植
民
地
独
自
の
再
生
産
国
H
経
済
自
立
化
〉
を
も
っ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
二
つ
の
条
件
な
る
も
の
は
、
対
立
す
る
方
向
性
を
も
っ
て
い
た
。
著
者
は
こ
の
再
生
産
の
歴
史
的
意
味
の
区
別
を
明
確
に
し
な
い
ま
ま
、
二
つ
の
矛
盾
と
相
互
作
用
の
観
点
か
ら
捉
え
て
い
る
た
め
こ
こ
で
も
釜
本
的
矛
盾
の
動
向
が
あ
い
ま
い
と
な
っ
て
い
書
許
る
(
こ
の
点
は
植
民
地
の
商
業
資
本
の
歴
史
的
性
格
の
規
定
と
も
関
連
し
て
い
る
)
。
私
見
に
よ
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ
独
立
革
命
へ
の
基
動
力
は
、
中
北
部
植
民
地
内
部
に
お
け
る
小
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
な
生
産
諸
カ
の
発
展
(
局
地
的
市
場
園
の
形
成
と
発
展
)
に
よ
る
自
立
的
な
再
生
産
関
の
形
成
に
こ
そ
求
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
こ
れ
こ
そ
が
イ
ギ
リ
ス
重
商
主
義
植
民
地
体
制
と
の
基
本
的
矛
盾
を
構
成
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
本
書
が
そ
う
し
た
碁
本
視
角
か
ら
重
層
的
な
諸
矛
盾
の
立
体
的
構
造
を
解
明
し
た
な
ら
ば
、
よ
り
一
層
明
確
に
ア
メ
リ
カ
革
命
へ
の
必
然
性
が
追
究
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。
→ 
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